


















































































































































































































































































友達の前で恥をかかないように気を付ける。 .203 .252 .556
友達から馬鹿にされないように気を付ける。 .182 .563
友達と意見が対立しないように気を付ける。 .198 .178 .425






























































平均値 SD 平均値 SD ｔ
他者配慮 42.44 5.84 ＜ 44.39 5.37 －3.12 ***
距離確保 15.63 4.11 15.00 3.92 1.40 n.s.
傷付けられ回避 19.20 4.65 19.94 4.38 －1.47 n.s.
自己顕示抑制 15.03 4.42 ＜ 16.43 4.39 －2.84 ***
自己緩和不全 13.66 4.60 ＜ 16.46 4.61 －5.44 **
潜在的特権意識 13.24 4.08 ＜ 14.11 4.25 －1.87 *
承認・賞賛欲求過敏性 15.07 4.49 ＜ 16.36 4.37 －2.61 **
行動の積極性 9.85 2.04  9.82 2.01 .17 n.s.
失敗に対する不安 6.84 1.64  6.74 1.58 .57 n.s.
能力の社会的位置づけ 6.11 1.34 ＞  5.81 1.33 2.03 **
主観的自己効力感 18.25 5.22 18.36 4.70 －.20 n.s.
友人との葛藤解決効力感 16.46 2.57 16.44 2.72 .08 n.s.
***p＜.001, **p＜.01, *p＜.05




























































直接効果 間接効果 総効果 相関 見かけの相関
友人との葛藤解決効力感 自己愛の脆弱性 －.349 － －.349 －.349 .000
全般性自己効力感 友人との葛藤解決効力感 .434 － .434 .434 .053
自己愛の脆弱性 －.153 .053 －.100 －.304 －.510
他者配慮 友人との葛藤解決効力感 .282 .074 .036 .264 －.096
全般性自己効力感 .170 － .170 .220 .050
自己愛の脆弱性 .289 －.150 .139 .139 .000
距離確保 友人との葛藤解決効力感 －.022 .098 .076 －.228 －.304
全般性自己効力感 －.225 － －.225 －.320 －.545
自己愛の脆弱性 .278 －.060 .218 .354 .136
傷つけられ回避 友人との葛藤解決効力感 －.113 .067 －.046 －.205 －.159
全般性自己効力感 .154 － .154 －.047 －.201
自己愛の脆弱性 .481 －.001 .480 .473 －.067





































直接効果 間接効果 総効果 相関 見かけの相関
友人との葛藤解決効力感 自己愛の脆弱性 －.224 － －.224 －.224 .000
全般性自己効力感 友人との葛藤解決効力感 .432 － .432 .487 .055
自己愛の脆弱性 －.293 .100 －.193 －.304 －.697
他者配慮 友人との葛藤解決効力感 .180 .019 .370 .184 －.186
全般性自己効力感 .043 － .430 .103 .060
自己愛の脆弱性 .078 .058 .136 .020 －.046
距離確保 友人との葛藤解決効力感 －.124 －.020 －.144 －.170 －.314
全般性自己効力感 －.046 － －.046 .498 .045
自己愛の脆弱性 .104 .414 －.518 －.224 －.190
傷つけられ回避 友人との葛藤解決効力感 －.060 －.065 .125 －.126 －.251
全般性自己効力感 －.151 － －.151 －.313 －.464
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